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山の幸と世のしあわせ

最近マツタケの作柄予測は，その地域の山の状況と，発生時前2-3か月間の降雨日数等により，あ

る程度の見通しができるまでになった。

全国マツタケ生産量の推移は，昭和28年を 100とすれば，現在は 3程度と激減している。

その理由は，マツタケの出易かった山が，手入れ不足によってマツタケ菌の住みにくい環境になって

しまったとと，菌の宿先である松の細根に年を取り過ぎたものが多くなった，さらに松くい虫lとより産

地(西日本地帯)のマツタケ山の松が枯れて減ったとと，が大きな理由とされている。

乙れ等の理由の中で，マツタケ菌の生態と大きく係わりのある因子の活用に結び.ついた環境改善施業

の手法が求められればJマツタケの増収化が将来は可能となるであろう。
昭和56年の国産マツタケでは，本県産が昧・香りも良く， 30トン前後でトップ，次いで京都，広島県

産となった，乙の様な傾向は今後当分の間，同様と見てよいであろう。

しかし，本県のアカマツ林にも，北，中信の一部で御承知のように松くい虫被害が発生し，特にその

被害パターンは従来の西日本型の松枯れ現象とはや、異り，傾向としては東北型に似ている。

当面の対応としては，その発生生態と適切な防除手法の解明を急ぎたい。
なりわい

マツタケ減収事情からもわかるように昔の森林，山の生業と，現状とでは大きく変った。

でもとの様な世の中iζ，将来良質な木材やきの乙等の林産物が豊作で，再び山の幸はマツタケで代表

されると言われるような豊かな活気溢れる山里づくりに頑張っている若者や林業人のいる乙とを忘れて

はならないだ、ろう。

国民の生存lζ強くか〉わりのある環境としての森林，それを維持する山村の生活と経済lζ役立つ技術

の開発と対応が今ほど必要とされる時はないであろう。(所長 横道覧久)
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